
　大津市の取水口から取り入れられた湖水は、悠久の歴史を刻む水
路を、静かにそして力強く古都・京都に向かって流れています。琵琶
湖疏水は、東京遷都に伴う人口減少により衰退した京都の活力を取
り戻すため、第３代京都府知事の北垣国道氏が建設を計画。疏水を
かんがい、上水道、水運や水車の動力として利用することで産業の
振興を目指しました。
　第１疏水は1885年に着工され90年に完成。田邉朔郎氏ら米国視察
団のアイデアを取り入れ、日本初の営業用水力発電所となる蹴上発
電所も建設されました。その電力を用いて95年、京都・伏見間に日本
初の電気鉄道（京都電気鉄道：のちの京都市電）が市街を走りました。
　第２疏水は1908年に着工され12年に完成。日本初の急速ろ過式
の蹴上浄水場が設置されるなど、京都の近代化の一躍を担う大事業
となりました。さらに、これらの疏水を掘り進める際に生じた土砂は、

琵琶湖の埋め立てにも用いられ、琵琶湖沿岸の開発事業に大いに役
立てられたのであります。
　現在では、大津市の第１トンネル東口、京都市の山科疏水、蹴上イン
クライン※や南禅寺水路閣などの疏水沿いには、四季折々の豊かな
自然に魅せられて多くの観光客が訪れています。また京都市からは、
湖水利用の感謝金として年間2億3千万円が滋賀県に支払われ、山々
の植林・間伐・林道整備など水源地保護事業に活用されています。
　弊行は、創立間もない1938年に京都支店を開設し、京都府内に
15店舗を有するなど、早くから京都府を「地元」と位置づけた活動を
展開しています。そして、本年６月、さらなる強化を目指し京都支店内
に「京都戦略室」を立ち上げました。琵琶湖疏水へ思いをはせなが
ら、金融の流れで湖都と古都をつなぎ、京都の皆さまのお役に立て
るよう努めてまいります。

　当行は７月26日、地方自治体職員を対象とした「しがぎん地方創
生セミナー2016」を開催しました。地方創生は、地方版総合戦略の
策定から本格的な事業展開の段階に入っています。本セミナーで
は、国が地方に求める「地域再生計画」に必要な先駆的な取り組み
（官民協働、地域間連携等）を後押しすべく、「地方創生事業マッチン
グ」を初めて企画しました。
　第１部では、株式会社三菱総合研究所の政策・公共部門 副部門長
の平石和昭氏が、「地方創生の攻めと守り」と題し、全国の取り組み
事例を紹介。「住民」が主役のまちづくり論をキーコンセプトに持論
を展開しました。
　第２部では、経済産業省近畿経済産業局の安藤誠氏が地域経済分
析システム（ＲＥＳＡＳ）の活用方法を紹介。ＲＥＳＡＳを用いて作成した滋
賀県の産業分析結果を元に、どのように政策立案へ役立てていけば
良いかを説明しました。
　第３部では、「地方創生事業マッチング」相談会を実施。地方創生に
資する民間事業者11名を自治体に紹介し、その後、空き家の利活用や
クラウドファンディングの活用等について意見交換が行われました。

　当日は、滋賀県内の20自治体ならびに京都市の職員ら111名が
参加。「第３部のマッチングが非常に良かった。発展的に継続してほし
い」との声をいただきました。
　当行は、「地方創生への挑戦」を第６次中期経営計画に掲げ、地元
の自治体との連携をより一層強化し、地方創生の深化に向けて取り
組んでまいります。
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「湖都と古都をつなぐ」
滋賀銀行 常務取締役  西 基宏

　上平寺城は湖北の守護京極氏の居城で、国史跡に指定され

ています。山麓には居館跡があり、全国的にも注目される戦国

時代の武家庭園も残されています。

　ところが、この上平寺城は守護の城だけであったのではな

く、一度廃城になった後、戦国時代後半にまったく別の城とし

て生まれ変わります。元亀元（1570）年、浅井長政は義兄である

織田信長を見限り、越前の朝倉義景に与します。これに対して

信長は美濃より近江に侵攻を開始することとなりますが、それ

を阻止するために築かれたのが苅安城と長比城です。『信長公

記』には、浅井長政が越前衆を呼んで築いたと記されています。

この苅安城こそが廃城となっていた上平寺城を改修して築か

れたものでした。上平寺城は北国脇往還を見下ろす尾根先端

に位置しており、一方の長比城は中山道を見下ろす尾根先端に

築かれています。つまり、信長軍が美濃から大軍を率いて近江

に侵攻してくるであろう二大街道を望む場所に迎撃用の城を構

えたわけです。

　上平寺城の構造は巨大な土塁を用い、虎口には枡形を導入

し、さらに尾根先端には敵の登攀を阻止するために連続竪堀群

が放射状に設けられています。こうした発達した城郭構造より、

現存する上平寺城は戦国時代後半に築かれたものであること

がわかります。京極高清によって築かれた上平寺城は大永３

（1523）年に廃城となっており、高清段階でこのような発達した

構造の城を築くことはあり得ず、その後に改修されたことを如

実に物語っています。つまり残された城郭構造より上平寺城が

廃城後50年ほどを経て改修されたことは明らかで、それが『信

長公記』に記された苅安城であることは間違いありません。

　さて、この江濃国境に境目の城として構えられた苅安城と長

比城には、坂田郡の鎌刃城主である堀秀村の軍勢が入れ置か

れます。堀氏は元来京極氏の被官でしたが、浅井亮政が戦国大

名として湖北への支配体制を強めるとその傘下に属することと

なります。ところが羽柴秀吉と竹中半兵衛の調略により織田方

に内通します。

　元亀元年６月、信長はついに近江へ侵攻を開始します。苅安城

と長比城は長政が築いた鉄壁の城でした。しかし、信長の侵攻を

目前になんと守備隊の大将である堀秀村が信長に内通したこと

を知った城兵たちは戦うことなく逃亡します。『信長公記』には、

「取るものも取りあえず退散」と記されています。背後で指揮を

執っていた大将が敵方となったのですから、さぞ驚いたことだっ

たでしょう。この結果、信長は戦うことなく近江に侵攻すること

ができたのです。その直後には姉川の合戦がおこなわれ、信長は

湖北への足掛かりを築きます。そして元亀４（1573）年には越前

の朝倉氏を滅ぼし、長政の立て籠もった小谷城を落とします。

　苅安城と長比城は信長の侵攻を阻止するために長政と越前

衆が築いた鉄壁の城だったはずなのですが、信長は無血でそ

れを突破します。鉄壁の城を鉄壁たらしめるのは城の構造もさ

ることながら、やはり守備する人だったのです。

鉄壁の城とは
滋賀県立大学教授  中井 均

中井 均（なかい・ひとし）
1955年大阪府生まれ。龍谷大学文学部史学科卒業。（財）滋賀県文化財保護協会、米原市教育委員会、長浜城歴史博物館館長
を経て現職。びわこ学院大学、金沢大学非常勤講師。NPO法人城郭遺産による街づくり協議会理事長。専門は日本考古学。特に
中・近世城郭の研究。

上平寺城

「しがぎん地方創生セミナー2016」を開催

近江 の城
戦略で探る
近江 の城

戦略で探る

※蹴上インクライン／京都市東山区蹴上にある傾斜地にレールを敷き貨物を運搬する舟を台車で運ぶ鉄道跡。
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第３部では、参加者が抱えている課題やマッチングしたい内容を民間事業者に相談
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